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内　容

　毛利はもともと派遣職員として茅ヶ崎セントラルクリニックでの勤務を開始しており、途中で直接雇用に切り

替えた職員です。事務ではありますが、誰よりも本館の現場へ赴き、職員の声に耳を傾け、それに対処して

くれる職員です。

昨年、新型コロナワクチンの3回目接種に関して、職員から出来るだけ業務時間内に受けられる方がいい、

クリニックから近い方がありがたい、といった声を聴き、自身で近くにあるワクチンを接種してくれる病院に問い

合わせ、結果、セントラルクリニックに隣接している小児科で一斉にワクチン接種の体制を構築することがで

きました。

そのため、接種そのものは休憩時間に行うことが出来るようになったため、現場に職員不足時間を作ること

なく、全職員スムースにワクチンを接種するに至りました。

　また、受水槽、高架水槽などの設備点検においても、より正確で費用負担の少ないと思われる業者の選

定に携わり、時間をかけて交渉することによって、予算よりも低価格かつ、きちんと点検報告をしてくれる業者

との契約によって、茅ヶ崎セントラルクリニックの経営にも寄与しております。

常日頃より現場を大切にし、その上で経営を意識した動きをしている毛利は、事務のお手本であるとともに、

全体最適を考えているその姿勢は理事長賞に値すると考え、推薦させて頂きます。

茅ヶ崎セントラルクリニック毛利　朋代（　総務　／　事務部　）

CL内におけるさまざまな不具合、トラブルへの対処、およびワクチン接種等の手配な
どを一手に引き受け、業務を円滑に進めるうえで必要な準備を滞りなく行い、働きや
すい職場作りに貢献している功績。

事務長　若林陽盛

事務員のお手本として愚直に業務に邁進し、経営にも寄与していることから理事長
賞に推薦致します。  

       

       

       

       

       

     

           
        

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由




